
演
者
ら
は
か
ね
て
か
ら
太
田
正
雄
（
木
下
杢
太
郎
）
の
青
年
時
代

の
文
学
者
た
る
べ
き
か
、
医
学
・
医
療
の
道
を
歩
む
べ
き
か
に
つ

い
て
、
澳
悩
し
た
歴
史
的
事
実
を
知
っ
て
い
た
。
ま
た
、
医
学
生

の
人
生
を
歩
む
途
上
で
森
鴎
外
の
知
遇
を
得
て
、
何
れ
か
の
道
を

選
ぶ
の
が
よ
い
か
を
訊
ね
た
と
い
う
こ
と
も
、
か
ね
て
知
っ
て
い

た
。

こ
の
時
代
の
太
田
の
周
辺
に
つ
い
て
は
、
著
作
集
の
そ
の
当
時

の
日
記
を
見
る
し
か
な
い
が
、
演
者
は
偶
然
の
機
会
に
、
伊
東
市

の
木
下
杢
太
郎
記
念
館
の
太
田
哲
二
氏
の
知
遇
を
得
て
、
太
田
正

雄
の
医
学
生
時
代
の
ノ
ー
ト
が
保
存
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
知
っ

た
。
許
可
を
得
て
、
八
十
八
冊
に
及
ぶ
、
第
一
高
等
学
校
生
か
ら

東
大
医
学
部
を
卒
業
す
る
時
に
至
る
ま
で
の
も
の
を
借
用
で
き

た
。 50

太
田
正
雄
（
木
下
杢
太
郎
）
の
医
学
ノ
ー
ト

に
つ
い
て

２

３

○
黒
川
一
郎
・
島
田
保
久
・
吉
田

三
一
口Ｉ

現
在
検
討
中
で
あ
る
が
、
こ
れ
ま
で
の
検
討
結
果
・
印
象
を
列

挙
す
る
と
以
下
の
様
で
あ
る
。

１
教
育
に
あ
た
っ
た
教
授
陣
の
多
彩
で
あ
る
こ
と
。

内
科
学
で
は
三
浦
謹
之
助
・
青
山
胤
通
・
入
沢
達
吉
。
外
科
学

で
は
塩
田
広
車
。
等
の
当
時
の
日
本
の
代
表
的
医
学
者
で
上
層
階

級
の
医
療
相
談
を
な
し
、
彼
ら
が
修
め
た
ド
イ
ツ
医
学
を
中
心
に

し
た
当
時
の
新
し
い
成
果
が
盛
ら
れ
て
い
る
。

２
太
田
の
記
載
は
詳
細
を
き
わ
め
、
欠
席
、
ノ
ー
ト
の
抜
け
穴

な
ど
が
殆
ど
み
ら
れ
な
い
。
医
学
学
習
に
必
須
な
ノ
ー
ト
の
記
載

に
精
力
を
傾
け
た
跡
が
顕
著
で
あ
る
。

３
一
方
、
一
高
生
時
代
か
ら
医
学
部
卒
業
ま
で
の
著
作
集
に
記

載
さ
れ
た
日
記
を
参
照
す
る
と
、
彼
は
あ
ま
り
医
学
お
よ
び
そ
れ

を
教
授
す
る
講
師
陣
へ
の
関
心
が
薄
い
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。

同
じ
時
期
の
彼
の
文
学
活
動
は
活
発
で
あ
る
が
、
医
学
の
学
習
に

も
そ
れ
な
り
の
努
力
を
し
て
い
た
と
思
う
。
日
記
に
は
あ
か
ら
さ

ま
に
興
味
を
示
し
て
い
る
様
子
は
あ
ま
り
出
現
し
て
い
な
い
こ
の

両
者
の
関
係
は
興
味
深
い
が
、
今
回
は
立
ち
入
っ
て
検
討
し
得
な

か
っ
た
。

４
医
学
生
時
代
の
太
田
（
木
下
）
は
、
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二
十
二
歳
新
詩
社
同
人
、
夏
季
休
暇
に
九
州
旅
行
。

二
十
三
歳
森
鴎
外
の
知
遇
を
受
け
る
。
「
緑
金
暮
春
調
」
を
中
央

公
論
に
発
表
。

二
十
四
歳
戯
曲
「
南
蛮
寺
門
前
」
を
発
表
。
雑
誌
「
屋
上
庭
園
」

創
刊
に
関
与
。

二
十
五
歳
「
食
事
の
唄
」
諸
篇
刊
行
。
美
術
・
絵
画
批
評
を
始
め

つ
（
》
Ｏ

二
十
六
歳
「
昂
」
に
戯
曲
「
和
泉
屋
染
物
店
」

こ
の
様
に
文
筆
活
動
が
盛
ん
で
あ
る
が
、
一
方
に
於
い
て
医
学

生
と
し
て
も
決
し
て
投
げ
遣
り
に
医
学
を
修
め
な
か
っ
た
積
極
的

な
態
度
が
ノ
ー
ト
の
記
載
に
も
歴
然
と
現
れ
て
お
り
興
味
深
い
。

５
卵
当
時
の
医
学
水
準
を
知
る
上
で
も
今
日
の
様
な
、
医
学
ジ
ャ

ー
ナ
リ
ズ
ム
が
発
達
し
て
い
な
か
っ
た
、
明
治
末
年
の
頃
を
知
る

上
で
、
大
変
興
味
深
い
内
容
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

結
語
醜
こ
の
よ
う
に
太
田
の
医
学
ノ
ー
ト
は
当
時
の
医
学
水
準
と

彼
の
文
学
・
医
学
の
間
に
ゆ
ら
い
で
い
た
心
理
を
知
る
上
で
示
唆

す
る
も
の
が
多
い
と
思
わ
れ
る
。

演
者
等
は
今
回
は
、
内
科
学
々

青
山
胤
通
、
三
浦
謹
之
助
、
入
病

内
科
学
各
論
及
び
臨
床
講
義
を
中
心
に
、

助
、
入
沢
達
吉
教
授
ら
の
筆
記
ノ
ー
ト
を

分
析
し
、
当
時
の
内
科
学
の
当
時
の
水
準
を
知
り
、
現
代
の
そ
れ

と
比
較
検
討
し
て
み
た
い
。
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